
　

今
、
社
会

は
急
速
な
グ

ロ
ー
バ
ル
化

や
人
工
知
能

の
劇
的
進
化

に
よ
り
大
き

な
変
革
の
時

代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
校
は
今
年

創
立
一
三
〇
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
が
、

こ
れ
を
契
機
に
全
職
員
で
変
化
の
時
代
に
生
徒

の
皆
さ
ん
が
伸
ば
す
べ
き
能
力
や
態
度
は
何
か

議
論
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
違
い
を
認
め
る

態
度
、
探
究
心
、
主
体
性
、
思
考
力
、
表
現
力
、

挑
戦
力
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

す
べ
て
「
命
を
尊
び
、
己
を
磨
き
、
世
の
た
め

に
尽
く
す
」「
興
譲
の
精
神
」
に
通
じ
る
も
の

で
あ
り
、
本
校
の
教
育
精
神
は
時
代
が
変
わ
ろ

う
と
普
遍
的
な
も
の
と
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

「
興
譲
の
精
神
」
を
自
分
の
も
の
と
し
、
学
校

生
活
に
励
む
こ
と
が
変
化
の
時
代
を
逞
し
く
豊

か
に
生
き
る
こ
と
に
通
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
可

能
性
は
無
限
で
す
。
本
校
で
学
び
の
土
台
を
つ

く
り
、
生
涯
学
び
続
け
て
自
己
の
可
能
性
を
広

げ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

大
き
な
不

安
と
期
待
を

胸
に
、
興
譲

館
生
の
仲
間

入
り
を
し
た

四
月
。
お
互

い
に
知
ら
な

い
者
も
多
く
、
み
な
ど
こ
か
そ
わ
そ
わ
し
た
ま
ま
興
譲
館
で

の
高
校
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
も
ま
さ
に
そ
の
一
人
で

し
た
。
し
か
し
、
毎
日
の
小
さ
な
出
来
事
か
ら
お
互
い
を
理

解
し
始
め
、
今
で
は
多
く
の
友
人
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
や
っ
て
友
人
が
で
き
た
よ
う
に
、
興
譲
館
で
の
学
び
は
、

小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
、
毎

日
少
し
ず
つ
何
か
を
す
る
の
が

得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
高
校
で
で
き
た
友
人

と
協
力
し
、
高
め
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

三
年
間
、
仲
間
と
と
も
に
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
思
い
出

を
作
り
、
素
敵
な
高
校
生
活
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第36号

〒992-1443
山形県米沢市大字笹野1101

ＴＥＬ 0238－38－4741
FAX 0238－38－2531

山形県立
米沢興譲館高等学校

http://www.yonezawakojokan-h.ed.jp/

Yonezaw
a K

ojokan H
igh School

Yonezaw
a K

ojokan H
igh School

平成28年７月29日発行

祝  入  学

校　

長　

岸
　
　
順
　
一

「
興
譲
の
精
神
」
が

未
来
を
拓
く

一
年
二
組
　
大
木
可
夏
子

（
高
畠
二
中
出
身
）

友
人
と
共
に
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六
月
二
十
三
日
に
Ｆ
Ｓ
の
一
度
目
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
八
つ

に
分
か
れ
た
コ
ー
ス
の
う
ち
、
私
は
「
人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
コ
ー
ス

に
入
り
、
山
形
大
学
工
学
部
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
工
学
部
の

学
生
の
方
の
研
究
活
動
を
見
学
し
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
研
究
を
見
学

し
、
学
生
方
か
ら
も
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
研
究
に
高
度

な
技
術
が
使
わ
れ
て
い
て
、
大
学
の
研
究
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
実
感
で

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
コ
ー
ス
内
で
い
く
つ
か
の
班
に
分
か
れ
、
班
別

で
実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
ま
だ

機
械
を
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ど
ん
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る

の
か
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
班
で
は
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

器
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
早
速
様
々
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
ロ

ボ
ッ
ト
製
作
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
活
動
が
進
む
に
つ
れ
て
、

楽
し
さ
や
興
味
が
増
し
て
い
き
、
終
了
時
に
は
名
残
惜
し
さ
ま
で
感
じ

る
ほ
ど
で
し
た
。
次
回
の
活
動
が
本
当
に
楽
し
み
で
す
。

　

私
は
七
月
に
行
わ
れ
た
子
供
向
け
科
学
実
験
講
座
に
理
数
科
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
参
加
す
る
前
は
先
生
に
与
え
ら
れ
た
課

題
を
こ
な
す
受
け
身
の
立
場
し
か
経
験
し
て
お
ら
ず
、
問
題
解
決
の
力

は
身
に
つ
い
て
い
て
も
、
問
題
提
起
の
力
は
身
に
つ
い
て
い
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
今
回
の
活
動
で
、
自
分
が
い
わ
ば
先

生
の
立
場
と
な
っ
て
能
動
的
な
立
場
を
経
験
し
、
自
分
か
ら
問
題
提
起

を
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力
が
付
い
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の

活
動
が
子
供
向
け
な
の
で
、
安
全
性
や
簡
潔
さ
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
中

で
楽
し
い
も
の
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
相
手
に
合
わ
せ
た
課
題
設
定
の

難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
今
回
の
活
動
を
今
後
に
生
か
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
三
月
に
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
本
校
は
昨
年
に
続
き
二
度
目
の
全
国
大
会
出
場
で
、

昨
年
よ
り
も
良
い
結
果
を
出
そ
う
と
各
々
が
大
会
に
向
け
て
努
力
し
準

備
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
全
国
大
会
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
に
圧
倒
さ
れ
な
が

ら
も
、
実
技
競
技
①
（
生
物
）
で
一
位
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
の
舞
台
で
一
位
と
な
り
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取
り
組
み
や
普
段
の
学
習
が

全
国
に
も
通
用
す
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
高
校

生
と
触
れ
合
っ
た
こ
と
や
仲
間
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
私

に
と
っ
て
非
常
に
良
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
今
後
の
活
動
に

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｆ
Ｓ
コ
ー
ス
別
研
修
を
受
講
し
て

子
供
向
け
科
学
実
験
講
座
に
参
加
し
て

科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会（
生
物
）一
位

一
年
四
組　

佐
藤
　
太
希
（
米
沢
一
中
出
身
）

二
年
一
組　

渡
部
　
一
馬
（
飯
豊
中
出
身
）

三
年
一
組　

齋
藤
　
祐
介
（
白
鷹
東
中
出
身
）

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
活
動
紹
介
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僕
た
ち
陸
上
部
は
、
合
計
六
競
技
、
十
名

の
選
手
が
県
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
東
北
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕
に

と
っ
て
も
、
東
北
大
会
は
夢
の
舞
台
だ
っ
た

の
で
、
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
大
会
当
日

も
、
選
手
そ
れ
ぞ
れ
力
を
出
し
き
り
、
と
て

も
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
が
こ
こ
ま
で
力
を
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
一
緒
に
部
活
を
し
て
き
た
仲

間
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
厳
し
い
練
習
も
、

楽
し
く
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
で
き
、
意
義

深
い
日
々
で
し
た
。
仲
間
た
ち
に
は
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

平成28年度　置賜地区高等学校総合体育大会
☆団体
《第１位（優勝）》バトミントン女子（9連覇）、フェンシング女子
《第２位》 柔道男子、フェンシング男子、ホッケー男子、山岳男子

弓道女子、卓球女子、ホッケー女子
《第３位》 剣道男子、弓道男子、バスケットボール男子

バレーボール、ソフトテニス男子、卓球男子
バドミントン男子、陸上女子、剣道女子、柔道女子
バスケットボール女子

☆個人
《第１位（優勝）》
陸上／男子走高跳（大会新）・男子三段跳・女子100mH
フェンシング／女子フルーレ・女子サーブル
柔道／男子73㎏級・女子48㎏級・女子57㎏級
卓球／男子シングルス・女子ダブルス
バドミントン／女子ダブルス
水泳／男子50m自由形（大会新）・男子100m自由形
　　　男子100m平泳ぎ（大会新）・男子200m平泳ぎ（大会新）

《第２位》
陸上／男子走高跳・女子４×100mR
フェンシング／男子エペ・女子フルーレ・女子エペ
卓球／女子シングルス
水泳／女子200m自由形・女子400m個人メドレー

《第３位》
陸上／男子800m・男子４×100mR・男子走幅跳・女子100m
　　　女子200m・女子４×400mR・女子走幅跳
フェンシング／男子フルーレ・男子エペ・女子フルーレ・女子エペ
柔道／男子90㎏級
バドミントン／男子シングルス・男子ダブルス・女子シングルス
ソフトテニス／男子個人
水泳／女子100m自由形・女子400m自由形

　

平成28年度　山形県高等学校総合体育大会
☆団体
《第１位》 フェンシング女子
《第２位》 ホッケー男子、ホッケー女子
《第３位》 フェンシング男子
☆個人
《第１位》 陸上／男子走高跳

フェンシング／女子フルーレ・女子エペ
《第２位》 陸上／女子100mH

フェンシング／男子エペ・女子サーブル
《第３位》 陸上／男子三段跳

フェンシング／男子エペ・女子フルーレ・女子エペ
柔道／男子73㎏級

＊ホッケー／男子・女子　東北大会出場
＊陸上／男子走幅跳・男子走高跳・男子三段跳・男子４×400mR
　　　　女子200m・女子100mH　東北大会出場
＊柔道／男子73㎏級　東北大会出場
＊フェンシング／女子団体・女子フルーレ・女子エペ

インターハイ及び東北大会出場
　　　　　　　　男子フルーレ・男子エペ２名・女子フルーレ
　　　　　　　　女子エペ・女子サーブル　東北大会出場

東
北
大
会
に
出
場
し
て

三
年
一
組　

陸
上
競
技
部
部
長

竹
内
　
真
実
（
米
沢
五
中
出
身
）

部活動の記録

高等学校総合体育大会

インターハイ
出場

フェンシング部
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8
月
18
日

始
業
式

8
月
26
日

興
譲
祭　
　
　
　
　
　
（
～
27
日
）

9
月
10
日

地
区
高
校
新
人

9
月
19
日

創
立
記
念
日
・
式
典

9
月
21
日

異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
④

9
月
28
日

中
間
考
査　
　
　
　
　
（
～
30
日
）

10
月
8
日

県
高
校
新
人
・
前
期　
（
～
9
日
）

10
月
12
日

異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
⑤

10
月
13
日

マ
ラ
ソ
ン
大
会

10
月
19
日

高
鍋
高
校
訪
問　
　
　
（
～
21
日
）

11
月
5
日

県
高
校
新
人
・
後
期　
（
～
6
日
）

11
月
24
日

１
・
２
年
期
末
考
査　

3
年
学
年

末
考
査　
　
　
　
　
　
（
～
29
日
）

12
月
4
日

2
年
普
通
科
関
西
キ
ャ
リ
ア
研
修

（
～
7
日
）

12
月
21
日

異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
⑥

12
月
22
日

終
業
式

　

今
年
の
体
育
祭
は
、
去
年
良
い
結
果
を
残
せ
な

か
っ
た
悔
し
さ
と
、
高
校
最
後
の
体
育
祭
と
い
う

こ
と
で
、
特
に
強
い
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

毎
日
練
習
を
積
み
重
ね
た
お
か
げ
で
、
バ
レ
ー
で

は
、
一
位
に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
男
女
共

に
二
位
、
学
年
対
抗
競
技
で
は
男
女
共
に
一
位
と
、

総
合
優
勝
に
つ
な
が
る
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

普
段
の
生
活
で
は
あ
ま
り
見
せ
な
い
三
年
二
組

の
底
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
ク
ラ
ス
の
団

結
力
も
よ
り
一
層
強
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
高
校

最
後
の
体
育
祭
は
、
私
に
と
っ
て
も
、
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
に
と
っ
て
も
最
高
の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
二
年
四
組
は
男
子
サ
ッ
カ
ー
と
女
子
バ

レ
ー
で
優
勝
し
、
総
合
優
勝
も
成
し
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
二
競
技
の
決
勝
戦
が
同
時
に
開

始
だ
っ
た
の
で
お
互
い
の
勝
利
を
信
じ
て
戦
い
ま

し
た
。

　

私
た
ち
の
担
任
の
M
先
生
は
今
年
の
総
合
優
勝

と
昨
年
の
一
年
二
組
で
の
総
合
優
勝
で
な
ん
と
二

連
続
の
総
合
優
勝
で
す
。
最
高
の
指
揮
官
の
お
か

げ
で
優
勝
で
き
た
の
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

　

今
年
の
体
育
祭
で
は
人
数
が
少
な
い
中
、
全
員

が
団
結
し
て
力
を
出
し
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。
M

先
生
を
来
年
も
優
勝
指
揮
官
に
す
る
た
め
に
三
連

覇
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

総 合 優 勝 3－2、2－4
男 子 総 合 3－3、3－5
女 子 総 合 3－4
男子サッカー 2－4
女子サッカー 2－3
男 子 バ レ ー 3－3
女 子 バ レ ー 2－4
クラス対抗長縄跳び 1－5
男 子 騎 馬 戦 3年生
女 子 綱 引 き 3年生

❖ 

二
学
期
の
行
事
予
定 

❖

体育祭

一
致
団
結
!!

勝
利
の
女
神
Ｍ
先
生

三
年
二
組　

髙
　
橋
　
悠
愛
佳

（
南
原
中
出
身
）

二
年
四
組　

坂
　
　
　
颯
一
郎

（
米
沢
四
中
出
身
）
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